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教育目標「心豊かで 自ら学ぶ 未来にたくましく生きる子どもの育成」 
 

○い意志の強い子 ○な仲間とともに伸びる子 ○え笑顔あふれる優しい子 

季節も移り変わり、暑さが厳しく熱中症の心配から始まった二学期が終わ
ります。子どもたちは、「い『意志の強い子』な『仲間とともに伸びる子』
え『笑顔あふれる優しい子』」のめあてのもと、行事や日々の生活、学習に
精一杯取り組む中で大きく成長しました。 
それぞれの行事を始め、たてわり活動や委員会活動などでは、高学年を中

心として工夫のある活動をしてきました。稲枝東小学校
のリーダーの意識の高まりは素晴らしいものでした。 
生活面では、企画委員会を中心に学校で決めた毎月の

生活目標から、学級で話し合い、具体的な目標を決めて
取組を続けてきました。月末にはめあてについて達成度
を振り返っています。 
学習では、人の話をしっかりと聞き、話し合い、高め

合う学びができています。地域の皆さんにもお世話にな
り、体験と共に実感できる学習も行えました。 
みんなで、より仲良く、よりよい学校をめざして仲間

と共に伸びる姿が随所に見られました。 
昇降口前には、「きらり☆いな☆ひが」として稲枝東

小学校の皆さんの素敵な姿を紹介しています。 
保護者の皆様には、運動会･音楽会･持久走

記録会や各学年の校外学習、ＰＴＡ行事等、
学校教育全般にわたり温かいご支援とご協力
をいただき、ありがとうございました。町花
壇もお世話になりました。 
２４日から冬季休業に入ります。年末年始

には、ご家族で過ごす時間を大切にしていた
だき、元気に安全で有意義な休みを過ごして
いただきますよう願っております。 

2025 年、どうぞ、よいお年をお迎えくださ
い。 

イタリアン・シガー・ブルド
ックの山内さん、福原さんをお
迎えし「『夢をかなえて』～届
け！先輩からのメッセージ」と
題して、教育講演会を開催しま

した。稲枝出身の幼なじみの漫才師のお二人は、山内さんは本校出
身、福原さんはお隣の稲枝北小学校出身です。「夢はかなうよ。そ
のためにちゃんと調べよう。そうしたら、何をしたらいいかが分か
ってくるよ。」「まだ、夢が決まっていない人は好きをいっぱい探
そう。そこから夢が見つかるよ。」「あいさつができることは大切
だよ。感謝の気持ちの『ありがとう』を今日伝えよう。」夢をかな
えるために、続けることやよりよいものをめざして試行錯誤し続け
る事の大切さも教えていただきました。先輩からのメッセージはし
っかりと子どもたちに届き、「『ありがとう』伝えたよ。」の声が
たくさん聞かれました。 

充実の 2学期！ ご理解、ご協力ありがとうございました。 

同窓会講演会 12月 5日 

   



 
 
 
 

人権週間には、子どもたち一人ひとりの人権意識を高めることと人と
の関わりを見つめ直すことによって「互いに認め合い、共に生きようと
する心」や「友だちを思うあたたかな心」を育むことを目的として、
「やさしさの木」や人権集会、「ハートフルメッセージ」として、学年
ごとに、作文や標語、ポスターに取り組みました。 
「やさしさの木」には、優しくしてもらったこと、優しくできたこと

がたくさん集まり、とても美しい「やさしさの木」ができあがりまし
た。見つけた優しさや人権作文、標語は代表の人が校内放送で紹介しま
した。ポスターは、低学年の教室の前に掲示しています。 

 人権集会では、「みんなで考えよう」で 4～6 年の児童の協力も得て、「ちがい」について考え
たり、１～3 年の児童が前に出て手話を交えながら、「友だちになるために」を全校みんなで歌っ
たりしました。みんなで話し合うことで、じっくり考える機会となりました。 
人権週間の終わりには、様々な取組を振り返り、考えたことを書きました。 

「やさしさの木にいっぱいはってあるってことはいっぱいやさしさがあるんだなとわかりました。」 
「友だちにこれからも優しくしていくために、わたしは、ありがとう、ごめんなさいってすなおにいう
事をしたいです。」 

「ぼくは、人権週間を振り返って、六年生と五年生、女と男などでちがいを見つけるのではなくて、み
んなちがってみんないい、人でちがいを見つけるのではなくて、みんなちがうけど、みんなそれぞれ
のいいところがあるという事があらためてわかりました。」 

あたたかなやさしい心のあふれる 1 週間でした。子どもたちの豊かな心を育む人権教育を、これか
らも大切に続けていきます。 

１月の生活目標 「あいさつで 心も体も あたためよう」 

学校の一校一行運動でもある「あいさつ」に立ち返ります。企画委員会の話し合いでは、「最近寒く

なってあいさつの声が小さくなってきているな。」「下を向いて元気なさそうに登校している人もいる

よ。」等、自分たちが行っているあいさつ運動を通して感じた課題について出し合いました。あいさつ

バッチリの稲枝東小学校と胸を張れるよう、あいさつに力を入れて新年をスタートさせたいと思います。 

「あいさつが みんなのもとに やさしくとどく」   わたしがこれを作ったのはみんなが元気にあいさつできるよう

な学校になってほしいからです。 

「ありがとう  えがおひろがる ことばだよ」 ありがとうと言うと、自分も友だちもいい気持ちになれます。 

「たすけ合い 心や体 あったかい」  けんかをしないという気持ちで書きました。けんかをしなければこのような

気持ちになります。 

「よんのいち ふわふわことば いっぱいだ」  ふわふわ言葉を使うと自分も相手もうれしくなります。4 年 1 組はふ

わふわ言葉が増えてきたのでとてもうれしいです。 

 


